
体 協 だ よ り 平成 6年 7月

▼

暑
い
夏
の
闘
い

側
高
岡
市
体
育
協
会
副
会
長

鍛

治

祐

一

イ
ン
タ
ー

ハ
イ
も
ス
ポ
ー
ツ
関
係
各
位
の
ご
尽
力
の
も

と
に
準
備
も
進
み
間
近
と
な
り
ま
し
た
。

各
地
区
の
予
選

を
勝
ち
抜
い
て
き
た
全
国
の
選
手
皆
様
の

「熱
い
思
い
と

努
力
に
」
深
い
感
銘
を
覚
え
る
も
の
で
す
。

私
自
身
も
今
か
ら
四
十
年
前
厳
し
い
指
導
の
も
と
、

二

度
に
渡
リ

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
に
出
場
し
た
事
が
想
い
起

こ
さ
れ
ま
す
。

そ
の
為
に
冬
の
基
礎
練
習

・
体
力
づ
く
り

や
春
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
プ
レ
イ
の
反
復
練
習
を
行

い
、

そ
の
結
果
と
し
て

「イ
ン
タ
ー

ハ
イ
出
場
権
」
を
勝

ち
得
た
喜
び
と
感
激
は
今
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

社
会
に
出
て
か
ら
も
幾
多
の
困
難
に
向
面
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、

そ
の
都
度
当
時
の
苦
し
か

っ
た
事
を
思
い

起
こ
し
て
切
り
抜
け
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、

こ
の
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
県
民
挙
げ
て

の
支
援
を
得
た
い
も
の
で
あ
り
、

こ
の
為
の
皆
様
の
ご
努

力
に
対
し
心
か
ら
感
謝
中
し
上
げ
た
い
。

そ
し
て
、

こ
の

大
会
を
成
功
裡
に
終
え
る
事
に
よ

っ
て
、

六
年
後
の
二
〇

〇
〇
年
回
体
に
向
け
て
退
姓
手
の
育
成
強
化
」
「指
導
者
の

養
成
」
「大
会
役
真
の
養
成
」
を

一
唇
推
進
し
た
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。

一
）
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来
賓

に
篠
島
教

育

長

・
石
灰
市
議
会
副
議

長

・
前
田
ス
ポ
ー
ツ
振

興
事
業
団
副
理
事
長
並

び
に
村
本
商
工
会
議
所

専
務
理
事
を
お
迎
え
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

橘
会
長
の
開
会
の
あ

い
さ
つ
の
後
に
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
入
り
、

議
長

に
久
田
仁

一
氏

（中
体

連
会
長
）
を
選
任
し
、

議
題
に
沿

っ
て
次
の
事

柄
を
承
認

・
可
決
し
た
。

一
、

平
成
五
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支

決
算

二
、

財
産
目
録

二
、

役
員
の
改
選

四
、

平
成
六
年
度
事
業

計
画
並
び
に
収
支

予
算

本
年
は
低
金
利
で
運

用
収
益
の
低
下
の
中
で

強
化
事
業
予
算
の
増
加

に
務
め
た
。

又
、

本
年

開
催
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ

へ
の
協
力
を
決
議
す
る
。

〈
新
役
員
〉

理
事
　
魚
谷
美
佐
栄

（
マ
マ
さ
ん

バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
会
長
）

終
了
後
県
教
委
理
事
の
細
呂
木
六
良

氏
よ
り
回
一〇
〇
〇
年
国
体
に
向
け
て
』

の
演
題
に
て
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。

「イ
ン
タ
ー

ハ
イ
ま
で
九
十
九
日
に

成

っ
た
が
準
備
は
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

今
年
は
二
①
Ｏ
Ｏ
年
国
体
の
中
央
競
技

団
体

の
視
察

の
年
で
、

こ
れ
を
ク
リ

ア
ー
し
て
来
年
の
開
催
内
定
に
ご
ぎ
つ

け
た
い
。

国
体
開
催
の
意
義
に
つ
い
て
は

『
日

本

一
の
健
康

・
ス
ポ
ー
ツ
県
づ
く
り
』

の

一
貫
で
競
技
の
成
績
の
み
を
追
及
す

る
の
で
は
無
く
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン

の
中

へ
位
置
付
け
た
い
。

」

〈表
　
彰
　
者
〉

☆
表
彰
状
　
　
　
／

黒
谷
他
津
雄

（テ
ニ
ス
・陸
上
競
技
協
会
）

高
鳴
　
圭我
尋

（銃
剣
道
連
盟
）

福
尾
　
博
志

（バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

三
村
　
信
也

（陸
上
競
技
協
会
）

谷
内
　
政
宏

（パ
ヮ
ー
リ
フ
テ
ｒ
／
グ
協
含

）

佐
々
木
　
忍

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

神
谷
　
仁
士

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

山
田
　
潤
子

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

ト
ナ
ミ
運
輸
隅
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

高
岡
女
子
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

中
田
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

☆
感
謝
状

西
山
寿
太
郎

（ソ
フ
ト
テ
エ
ス
連
盟
）

中
　
　
　
豊

（ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

中
鳴
　
清
二

（体
育
協
会
）

）

（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会
）

（卓
球
協
会
）

（柔
道
連
盟
）

（サ
ッ
カ
ー
協
会
）

（
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
）

（ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
）

（中
俸
連
）

（陸
上
競
技
協
会
）

（桐
撲
連
盟
）

（陸

・
１１
競
技
協
会
）

谷
口
　
繁
治

石
日
益
良
夫

清
水
　
回
夫

大
谷
　
　
里局

上
回
　
満
夫

北
野
　
康
昭

高
尾
　
克
重

吉
同
　
慎

一

金
田
　
幹
也

上
田
　
啓
二

第
一一回
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
開
催

一
五
月
二
十
■
■

●
高
同
Ｊ
Ａ
会
館

講
　
師
！鈴
本
正
成
▲
筑
波
大
学
教
授
▼
！

テ
ー
マ

『勝
利
べ
の
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
一

勝
つ
た
め
に
は
体
力
づ
く
り
か
ら

と
今
ま
で
の
常
識
を
覆
す
お
話
例
え

ば

「牛
乳
を
！飲
！む
場
合
は
朝
よ
！サ
夜

の
就
積
前
が
！効

果
的
で
あ
る
≡
や
！韓

国
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
黄
永
杵
選
手
や

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
を
指
導
さ
れ
た

実
例
を
あ
げ
な
が
ら
講
演
さ
れ
た
。

要
点
を
あ
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ

フつ
。

①
　
基
礎
体
力
づ
く
り
の
重
要
性

こ
れ
に
一は
ウ
エ
イ
ト
ト
ヤ
十
二

ン

グ
が
広
！雰
‘
ヽ
と
く
，
卜
，
一
年

の
段
階
！か
ら
２
キ
ロ
程
度
の
軽
い

付
加
で
始
め
る
と
良
い
。

成
長
は

十
八
才
ま
で
。

②
筋
内
づ
く
！り
め
食
べ
方
！
！
！
！

練
習
後
二
十
分
以
内
に
食
！べ
で
四

時
間
以
上
の
休
息
を
充
分
取
る

③
ス
タ
ミ
ナ
づ
く
り
の
食
べ
方

炭
本
化
物
を
含
む
食
事
を
！と
ち
た

あ
と
に
は
タ
エ
ン
駿
を
豊
富
に
合

む
柑
橘
類
や
ジ
ュ
ー
ス
を
取
る
。

又
、

赤
身
の
強
い
魚
や
肉
を
取
り

吸
収
を
！阻
害
す
る
お
茶
（
コ
ー

ヒ
ー
や
・夕
食
時
に
は
野
菜

↑
納
豆

類
を
控
え
る
。
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明
日
に
せ
ま
っ
た

全
国
高
校
総
体

イ
ン
タ
ー

ハ
イ
も
間
近
と
な
り
選
手

諸
君
は

一
生
懸
命
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。

今
回
は
前
号
で
挙
げ
た
以
外
の
競

技
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

（陸
上
競
技
〉
男
子
短
距
離

の
寺
西

（高
工
）
、　

一
川

（高
南
）
、

中
距
離
の

徳
留

（向
陵
）
、

長
距
離
の
西
川

（向

陵
）
、

挑
躍
の
菊
池

（伏
木
）
、

投
て
き

じ

の
八
日

（高
岡
）
、

黒
川

（高
南
）
、

須

川
（商
船
）
、

女
子
で
は
、

長
距
離
の
草

開

（高
南
）
、

投
て
き
の
坪
田

（小
杉
）

の
決
勝
進
出
に
期
待
し
た
い
。

（バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
〉
県
予
達
で
他

を
圧
倒
し
た
高
商
の
上
位
進
出
が
期
待

で
き
る
。

〈
テ
ニ
ス
〉
北
信
越
優
勝
の
高

一
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
。

個
人
で
は
同
校
の

清
水
、

中
村
、

上
念
、

ダ
ブ
ル
ス
で
は
、

同
じ
く
清
水

・
中
村
組
と
上
念

・
山
本

組
の
期
待
が
大
き
い
。

〈体
操
〉
男
子
は
三
原
、

安
達

金
高

同
）
、

浅
野

（水
見
）
、

女
子
は
田
谷
、

伊
勢
、

山
本
、

古
戸
、

堤
下
、

酒
井
（氷

見
）
、

中
尾

（伏
木
）
の
活
躍
に
期
待
し

た
い
。

（新
体
操
〉
女
子
の
新
湊
、

有
機
、

個

人
で
は
海
道
、

二
上

（有
磯
）
の
入
賞

が
期
待
さ
れ
る
。

〈
八
ン
ド
ボ
ー
ル
）
名
門
氷
見
の
男
女

と
向
陵
の
男
子
、

小
杉
の
女
子
が
出
場

し
、

中
で
も
氷
見
男
子
の
上
位
入
賞
に

期
待
が
か
か
る
。

〈
ヨ
ッ
ト
）
新
湊
よ
り
男
女
六
チ
ー
ム

が
出
場
し
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

〈レ
ス
リ
ン
グ
）
６３
ｋｇ
級
平
井

（向

陵
）
、

６８
ｋｇ
級
長
井

（高
商
）
、

４６
ｋｇ
級

一ジ

中

道

企
向

こ
、

５４

ｋｇ
級

同

崎

金
局

商
）
、

５０
ｋｇ
級
林

（高

一
）
、

７４
ｋｇ
級
束

（高
商
）
の
練
習
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

〈
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
〉
男
子
の
金
谷

（大

門
）
、

女
子
で
は
昨
年
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ

十
位
の
長
谷
川

（高
龍
）
の
入
賞
が
期

待
さ
れ
る
。

（相
撲
〉
団
体
で
は
二
年
ぶ
り
十
三
回

出
場
の
向
陵
、

個
人
で
は
同
校
の
大
田

の
上
位
入
賞
が
期
待
さ
れ
る
。

〈柔
道
）
県
大
会
常
勝
の
小
杉
が
三
位

以
内
入
賞
、

女
子
で
も
初
出
場
な
が
ら

全
中
で
活
躍
し
た
橋
本
を
中
心
と
し
た

二
年
生
チ
ー
ム
の
上
位
入
賞
に
期
待
が

か
か
る
。

〈
弓
道
）
女
子
団
体
で
高
同
、

男
子
個

人
で
は
堀
広
（大
門
）
、

女
子
個
人
の
篠

田

（大
門
）
が
出
場
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ

持
ち
前
の
粘
り
強
さ
を
発
揮
し
て
ほ
し

い
。（剣

道
）
県
予
選
十
運
覇
の
高
工
の
上

位
入
賞
と
女
子
で
は
三
連
覇
の
向
陵
と

高
工
の
上
位
進
出
が
期
待
さ
れ
る
。

個

人
で
は
高
工
の
菅
原
、

湯
浅
、

杉
本
の

ト
リ
オ
、

女
子
で
は
大
垣
舎
同
工
）
、

福

田
、

明
地

（向
陵
）
の
活
躍
に
期
待
が

か
か
る
。

（バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
男
女
の
高

一
、

女

子
の
竜
谷
は
そ
れ
ぞ
れ
全
国
大
会
の
経

験
を
生
か
し
て
上
位
進
出
が
期
待
さ
れ

″つ
。〈卓

球
〉
団
体
男
子
の
竜
谷
、

女
子
の

高
女
と
個
人
男
子
の
石
崎

・
岩
城

・
宮

脇

（竜
谷
）
、

羽
柴

（高
工
）
、

女
子
の

折
井

・
進
士

（高
女
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の

健
闘
が
期
待
さ
れ
る
。

〈サ
ッ
カ
ー
〉
県
大
会
で
八
年
ぶ
り
に

高
岡

へ
優
勝
を
も
た
ら
し
、

初
出
場
を

果
た
し
た
伏
木
の
健
闘
が
期
待
さ
れ
る
。
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毎
＝
十
七
‐！！！！
！甲！！！！！！！！！憲
！岡
市
！黒
！総
合
体
害
大
会

六
月
十
二
Ｈ

に
城
光
寺
陸
土

競
技
場
に
て
大

会
長

の
佐
藤
市

長
や
橋
会
長

の

陥
府

の
も
と
、

各
競
技
団
体
旗

を
先
頭
に
中
学

生

・
小

学

生

共

々
行
進
し
ま

し
た
。

本
年
度

は
全
国
高
校
総

合
体
育
大
会
開

催
と

で
つ
事

で

汽成
功
さ
せ
よ

う
全
国
高
校
総

体
」

の
垂
れ
幕

や
旗
が
回
り
を

囲
み
ム
ー
ド
が

盛
り
上
が

っ
た
。

競
技
は
六
月

十
八
日

・
十
九

日
を
基
準
日
に

二
十
競
技
が
行

わ
れ
た
。

ブ

高
岡
市
卓
球
協
会

当
協
合

！！ｉ
ｔ
ｉ
ょ！

■
！！昭
和
二
年
頃
に
同
す
合

と
し
て
発
足
き
れ
以
来
水
き
に
わ
た
り

本
県
卓
球
競
技
の
振
興
発
展
に
大
き
く

寄
，
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、

歴
代

の
会

蠣
窺
去粟

娩

感
謝
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ

ま
で
の
諸
先
輩
各
位
の
ご
活
躍
は
、

戦

後
の
用
果

↓
設
備
不

足
の
中
に
か
，
で
、

昭
和
二
十
二
年
に
本

谷
政
雄

（坂
下
町
）

と
言
田
善
盛

（あ
わ

ら
町
）
両
氏
の
ダ
ブ

ル
ス
が
全
日
本
ラ
ン

キ

ン
グ
第
九
位
に
入

賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

又
、

昭
和
二
十
八
年

に
日
英
交
歓
、

二
十

九
年
に
日
印
交
歓
卓

球
田
際
大
会
を
開
催

し
、

技
術
の
向
上
と

競
技
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
い
ま
！す
”

ほ
か
に
昭
和
四
十
年
二
上
貞
夫
氏

（中

川
町
）
が
全
国
シ
エ
ア
の
部
で
優
勝
の

栄
誉
に
輝
き
、

卓
球
高
岡
の
礎
を
築
き

今
日
に
至

つ
て
い
ま
す
。

中
で
も
昭
和

四
十
二
年
の
埼
玉
団
体
、

四
十
三
！年

の

成

功
さ
せ
よ
う
／

」
′
Ｌ

ｈ
Ｈ
】
二

　

・
，
Ｌ

ぶ
い
を
キ
′

，
ｔ
ゴ

▼

”
″
　

ヽ
　

手
中
■

ヽ
，
こ

子
ヨ

一車
ｒ

福
井
回
体
で

一
般
女
子
の
部
二
違
覇
の

達
成
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
と
き
あ

メ
ン

跡
整
鍍
一絶

播

の
中
心
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

近

年
は
、

ジ
ュ
ニ
ア
層
の
競
技
者
の
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
平
成
四

十こ年般‐ナ！事奪備訓雌ばに術的一的“謝琳

に
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
、

ジ

ュ

ニ
ア
層
を
重
点
に
し
た
競
技
大
会
の
開

催
、

小
学
生
の
卓
球
教

室
、

中
学
生
か
！！！強！！！
！化
練

習

，
試
合
方
法
の
充
実

（リ
ー
グ
戦

・
敗
者
復

活
戦
の
実
施
）
等
を
行

い

一
定
の
成
果
を
上
げ

て
い
る
。
し
か
し

一
方

で
は
、

優
秀
な
選
手
の

育
成
が
急
務
で
あ
り
ま

す
。

そ
の
育
成
に
は

一

人
ひ
と
り
の
指
導
者
の

力
が
大
き
く
寄
与

い
た

し
ま
す
。

幸

い
に
も
高

岡
工
芸
高
校
の
外
育
館

が
県
の

「夜
問
卓
球
解
放
校
―
め
！指
定

を
受
け
、

各
指
導
者
と
の
情
報
収
集

・

相
互
交
流
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
。

こ
れ
か
ら
も
初
期
の
目
標
の
た
め
、

宮
本
弥
４
！！！！会
長
以
下
役
員

一
抗
セ
を

っ

て
頓
張

Ｐ
で
い
き
た
い
。

　
■
！
！
！
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『高
岡
ス
ポ
ー
ツ
コ
ア
』

）

『富
山
県
高
岡
総
合
プ
ー
ル
』

五
十

ｍ
の
競
技
用
ブ
ー
ル
と
二
十
五

ｍ
の
曜
内
ア
ー
ル
と
飛
び
込
み
用
ブ
ー

ル
を
持

つ
水
泳
競
技
場
が
完
成
し
ま
し

た
。

特
徴
と
し
て
は
昼
外
で
あ

っ
て
も

温
水
を
洗
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
六
月

か
ら
九
月
ま
で
の
使
用
が
出
来
ま
す
ｃ

又
、

筋
カ
ト

レ
ー

ニ
ン
グ
室
と
百
名
収

容

の
会
議
■
を
併
設
し
て
い
る
の
で
他

競
技

の
選
手
等
も
使
用
し
て
欲
し

い
。

な
お

「小
学
生
飛
び
込
み
教
■
」
を

七
月
二
十
九
日
か
ら
八
月
ｉ
Ｈ
ま
で
水

泳
協
会
が
開
催

い
た
し
ま
す
。 ■                    ・ J■|          ‐

らず昼梨つ読る干Jこ

せい
む
全
国
高
根
納
体

高
岡
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

高
同
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
は
、

昭

和
二
十
四
年
に
発
足
し
、

昭
和
二
十
五

年
の
第

一
回
高
同
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
権
大
会

（川
原
小
）
を
始
め
と
し
て
、

昭
和
三
十
二
年
第

一
―‐‐―
高
岡
市
加
盟
劇

体
対
抗
戦
、

昭
和
三
十
三
年
弟

一
回
高

岡
市
結
合
達
手
権
大
会
、

昭
和
三
十
四

年
第

一
回
高
岡
市
対
金
沢
市
交
歓
会
と

各
柄
競
技
会
が
開
始
さ
れ
現
在
に
す

っ

て
い
ま
す
。

火
、

昭
和
四
十
年
に
は
第

一
回
高
同

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
年
、

昭
和
四
十
三

年
高
問
市

４
ボ
ー
ツ
教
生
家
庭
婦
人

コ
ー
ス
の
特
阜
、

昭
和
ｉ
十
九
年
ジ

ュ

ニ
ア
教
生
等
を
開
催
し
て
ス
ボ
ー

ツ
活

動
の
普
及
、

振
興
に
も
劣
め
て
き
ま
し

た
。こ

の
問
、

高
岡
女
子
高
、

高
同
一的
業

高
、

十
際
製
紙
、

高
岡
市
役
所
、

三
協

ア
ル
ミ
、
ト
ナ
ミ
運
輸
チ
ー
ム
の
全
国

大
会
、

国
体
、

日
本
リ
ー
グ
等
で
の
活

瞬
は
勿
論
の
こ
と
、

高
岡
市
の
バ
ド
ミ

ン
ト

ン
人
川
も
増
大
し
ホ
笑
に
普
及

・

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

当
協
会
で
は
、

平
成
■
年
度
か
ら
市

体
行
協
会
ジ

ュ
エ
ア
選
手
育
成
強
化
事

業
の
析
定
を
受
け
、

二
〇
〇
〇
年
同
体

や
そ
れ
以
降
に
も
活
解
で
き
る
選
手
の

育
成
を
目
指
し
て
強
化
練
習
会
等
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

選
手
の
育
成
に
あ
た

っ
て
は
、

長
期

に
わ
た
り
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

特
に
当
競
技
は
試
合
時

――
！
――
も
長
く
、

基
礎
体
力
の
養
成
や
基
礎

線
習
を
徹
底
し
て
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、

こ
れ
を
８
る
と
後
で
仲
び
悩
む

原
因
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
恐
れ
な

い
こ
と
岩
焦
ら
な

い
こ
と
」

「
喜

び
過
ぎ
な

い
，
）
レ
ど
　
，
】
れ

ら
を
備
え
た
優

分
な
選
手
が
、

二
〇
〇
〇
年
田

体
で
活
曜
で
き

る
よ
う
当
協
会

と
し
て
も
努
力

し
て

い
き
た

い

レ
】ｍ
心
い
主
主
９
。

最
後

に
、

手

介
当

で
選
手
育

成

に
ご
尽
力
さ

れ
て

い
る
指
導

格
、　

コ
ー
チ

の

皆
様

に
心
よ
り

お
礼
中
し
上
げ

ま
す
。
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高
校
生
の
祭
典
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
開

催
す
る
に
あ
た
っ
て
、

お
世
話
さ
れ
る

一異
方
の
吉
労
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

『中
田
地
区
花
と
緑
の
推
進
協
議
会
』

（会
長
中
村
睦
夫
）

競
技
会
場
を
花
で
埋
め
る
た
め
に
三

千
個
の
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
作
成
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
苗
に
す
る
と

一
万
四

千
本
と
い
う
膨
大
な
数
に
な
り
ま
す
。

彩
り
を
考
え
て
赤
色
の
ベ
コ
エ
ア
、

黄

色
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、

白
色
の
ベ
ヨ

エ
ア
の
三
種
類
を
育
成
中
で
し
た
。

こ
れ
に
十
二
人
の
「花
壇
グ
ル
ー
プ
」

が
二
月
よ
り
取
り
組
み
、

六
月
二
十
五

日
に
係
り
の
高
校
生
に
渡
す
ま
で
世
話

を
さ
れ
ま
す
。

苦
心
さ
れ
た
こ
と
は
会

期
に
合
わ
せ
る
為
に
首
で
長
く
置
く
よ

う
工
夫
さ
れ
た
事
と
水
掛
け
の
管
理
が

大
変
だ

っ
た
そ
う
で
し
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
普
段
か
ら
高
岡
市

の
花
と
緑
の
運
動
の
為
に
七
万
本
の
首

を
提
供
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

又
、

来
る
平
成
八
年
の

「花
と
緑
フ
ェ
ア
」

で
よ
り
多
く
の
花
を
提
供
す
る
た
め

一

層
活
発
な
活
動
を
し
た
い
と
頑
張

っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

『竹
の
子
家
』

（北
村
政
行
さ
ん
経
営
）

イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
宿
泊
を
引
き
受
け

ら
れ
た
北
村
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。竹

の
子
料
理
で
有
名
な
西
田
地
区
で

は
五
軒
の
お
店
が
宿
泊
を
引
き
受
け
ら

れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

当
家
で
は
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
競
技
の
選
手
を
三
チ
ー
ム
四

十
五
名
を
七
月
二
十
日
か
ら
八
月
七
日

ま
で
泊
め
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
宿
泊
客
は
受
け
入
れ
て

い
な
か

っ
た
の
で
何
か
と
準
備
に
苦
労

さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
布
団
の
準
備

か
ら
風
呂
の
用
意
ま
で
心
配
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

特
に
食
事
で
は
実
行
委
員
会

か
ら
献
立
の
参
考
資
料
等
を
配
布
さ
れ

）

て
い
る
が
、

レ
ス
ト
ラ
ン
の
元
コ
ッ
ク

の
腕
を
ふ
る

っ
て
肉
料
理
を
主
体
に
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
、　

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
造

り
に
役
立

つ
料
理
を
提
供
し
た
い
。

又

近
く
の
海
の
魚
も
使

っ
て
富
山
の
良
さ

も
印
象
づ
け
た
い
と
抱
負
を
語

っ
て
お

ら
れ
た
。

最
後
に
選
手
た
ち
に
は
環
境

に
慣
れ
て
い
た
だ
い
て
気
持
ち
良
く
試

合
に
臨
み
、

良
い
成
績
を
上
げ
て
ほ
し

い
。

そ
の
た
め
に
奥
様
始
め
家
族
四
人

で
最
大
限
の
努
力
を
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
あ

っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
思
い
出

志
貴
野
中
学
校
教
諭
　
吉
井
　
勝
則

昭
和
五
十

一
年
八
月
、

水
見
イ

ン

タ
ー

ハ
な
が
華
々
し
く
開
催
さ
れ
、

私

は
、

水
見
高
校

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
主
将

じ

と
し
て
出
場
し
、

水
見
高
校

ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
創
部
以
来
の
全
国
二
位
と
い

う
好
成
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
思
え
ば
、

自
分
自
身
期
待
と
不
安

な
気
持
ち
の
ま
ま
選
手
宣
誓
を
し
、

勝

た
ね
ば
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が

ら
大
会
に
臨
ん
だ
が
、

試
合
が
い
ざ
始

ま
る
と
そ
の
不
安
は

一
気
に
ふ
っ
と
ん

だ
。

必
ず
私
達
の
試
合
に
は
、

幼
稚
園

の
子
供
達
や
小

・
中
学
生
、

そ
し
て

一

般
の
人
た
ち
が
会
場
に
き
て
、　

一
つ
一

つ
の
プ

レ
ー
に
た

い
し
て
大
声
援
を

送

っ
て
ぐ
れ
る
の
で
あ
る
。

特
に
準
々

決
勝
で
は
、

第
二
延
長
戦
ま
で
も
つ
れ

込
む
と
い
う
大
接
戦
を
制
す
こ
と
が
で

き
た
の
も
地
元
の
人
た
ち
の
暖
か
い
応

援
の
お
か
げ
で
あ

っ
た
と
思
う
。

決
勝
戦
。
自
分
た
ち
が
今
ま
で
練
習

し
て
き
た
力
を
す
べ
て
出
し
切
ろ
う
。

つ
ら
い
夏
合
宿
や
正
月
や
春
の
遠
征
を

乗
り
越
え
て
き
た
た
め
に
も
。

そ
う

思

っ
て
戦

っ
た
が
十
六
対
十

一
。

次
勝

と
い
う
満
足
感
と
負
け
た
悔
し
さ
が
交

ざ

っ
て
、

涙
が
止
ま
ら
な
か

っ
た
。

た

く
さ
ん
の
思
い
出
、

そ
し
て
私
の
生
き

方
を
教
え
て
く
れ
た
そ
の
銀
メ
グ
ル
は
、

私
の

一
生
の
宝
物
と
し
て
大
事
に
し

ま

っ
て
あ
る
。
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●
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
役
割

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
は
、

ス
ポ
ー

ツ
を
行
う
場
合
の
準
備
運
動
と
し
て
実

施
す
る
。

筋
肉
や
関
節
の
柔
軟
性
を
高

め
、

筋
温
を
上
げ
、

呼
吸
や
循
環
系
（心

臓
や
血
管
）
の
機
能
を
促
進
し
、

神
経

の
疎
通
を
は
か
り
、

次
に
行
う
ス
ポ
ー

ツ
が
最
初
か
ら
最
大
能
力
を
発
揮
し
て

で
き
る
よ
う
に
行
う
。

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
を
し
な
い
と
、

最
大
の
能
力
が

発
揮
で
き
な
い
ば
か
り
か
、

い
き
な
り

強
い
運
動
を
す
る
と
肉
ば
な
れ
や
そ
の

他
の
い
ろ
い
ろ
な
け
が
を
お
こ
す
原
因

と
な
る
。

０
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
し
な
が
ら

な
に
を
考
え
る
か
。

か
ら
だ
を
動
か
せ
ば
、

先
に
述
べ
た

よ
う
な
生
理
的
機
能
の
変
化
は
自
然
に

お
こ
る
。

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
に
お

い
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、

休
調

の
チ

ェ
ッ
ク
と
、

こ
れ
か
ら
行
う

ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
心
構
え
と
身
構
え
を

作
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、

気
分
は

わ
る
く
な

い
か
、

関
節
や
胸
は
痛
く
な

い
か
な
ど
、

日
頃
か
ら
気
に
な

っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
。

な
に
も

な
け
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
行
う

ス
ポ
ー
ツ

に
対
す
る
心
と
身
体
の
準
備
を
作
る
こ

と
で
あ
る
。

０
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
の
方
法

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア

ッ
プ
は
、

ジ

ョ
ギ

ン
グ
や
ス
ト

レ
ッ
チ
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

体
操
な
ど
の
組
合
せ
に
よ

っ
て
行
う
。

ま
た
、

ス
ポ
ー

ツ
種
目
別
に
、

そ
の
ス

ポ
ー
ツ
で
よ
く
使
わ
れ
る
筋
肉
を
重
点

的
に
ス
ト
レ
ッ
チ
す
る
場
合
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
本
格
的
な

ス
ポ
ー

ツ

を
行
う
前
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、

ゆ

っ
く
り
し
た
軽

い
運
動
か
ら
、

素
早
く
強
い
運
動

へ
段
階
的
に
行
う
。

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア

ッ
プ
は
、

い
つ
で

も
同
じ
よ
う
に
す
る
の
で
は
な
く
、

そ

の
と
き
の
調
子
や
季
節
、

気
温

（暑

い

と
き
は
短
く
、

寒
い
と
き
は
長
く
行
う
）

な
ど
に
よ

っ
て
加
減
す
る
。

０
ク
ー
リ
ン
グ
ダ
ウ
ン
の
役
割

ク
ー
リ
ン
グ
ダ
ウ
ン
は
、

ス
ポ
ー
ツ

に
使

っ
た
筋
肉
の
疲
労
の
回
復
を
計
る

た
め
に
行
う
。

怠
る
と
、

疲
労
の
蓄
積

や
筋
こ
う
縮
が
お
こ
り
、

明
日
の
運
動

の
妨
げ
に
な

っ
た
り
、

け
が
の
原
因
と

な
る
。

運
動
に
よ

っ
て
蓄
積
さ
れ
た
乳

酸
な
ど
の
疲
労
物
質
は
、

安
静
に
す
る

よ
り
、

軽
い
運
動
を
持
続
し
た
ほ
う
が

速
く
消
却
さ
れ
る
。

ク
ー
リ
ン
グ
ダ
ウ

ン
の
運
動
と
し
て
は
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や

ス
ト
レ
ッ
チ
が
よ
い
。

〈
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
・
ア
ド
バ
イ
ス
〉
は

山
田
先
生
の
都
合
に
よ
り
休
み
ま
す
「

８
本
古
来

の
大
相
撲
一

こ
の

ん

で

い
る
よ
う

で
あ

る
。
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〈
行
事
予
定
〉

３．
～
８

・
２４
　
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会

（富
山
県
）

２６
～
２８
　
北
信
越
国
体

（石
川
県
）

３
～
６
　
国
民
体
育
大
会
夏
季
大
会

（愛
知
県
）

路
　
富
山
県
駅
伝
競
走
大
会

２９
～
‐１

・
３
　
国
民
体
育
大
会
秋
季

大
会

（愛
知
県
）

‐７
　
ス
ポ
‐
ツ
医
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

４
～
５
　
役
員
研
修
会

・
反
省
会

２５
　
高
岡
市
民
結
合
体
育
大
会

（ス
ケ
ー
ト
競
技
会
）

４
　
新
春
武
道
稽
古
始
め

狐
～
２２
　
県
民
総
合
体
育
大
会
冬
季

大
会

（
ス
キ
ー
競
技
会
）

２８
～
鈍
　
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

（
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
）

５
～
９
　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会

（
ス
キ
ー
競
技
会
）

・２
　
高
岡
市
民
結
合
体
育
大
会

（
ス
キ
ー
競
技
会
）

〈
そ
の
他

の
行
事
〉

１０

．
２３
　
一局
岡
ス
ポ

・
レ
ク
大
会

１１

・
６
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー

新
体
操
　
秋
山
エ
リ
カ

‐１

・
‐３
　
高
同
万
葉

マ
ラ
ソ
ン
大
会

〈水
泳
競
技
〉

水
泳
協
会
は
、

ご
存
じ
の
よ
う
に
学
校

単
位
の
活
動
よ
り
も
、

民
間
の
ス
イ
ミ
ン

グ
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
が
盛
ん
で
、

合
同
の

選
手
強
化
等
に
つ
い
て
は
、

各
ク
ラ
ブ
間

の
調
整
や
コ
ー
チ
の
指
導
方
針
の
違
い
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

協
会
で
は
、

四
年
前
よ
り
各
ク
ラ
ブ
の

コ
ー
チ
が
協
議
し
て
、

強
化
指
導
選
手
を

選
出
し
、

合
同
練
習
会
等
を
各
ク
ラ
ブ
の

コ
ー
チ
に
よ
り
、

企
画
運
営
し
て
お
り
ま

す
。

最
近
で
は
、

平
成
六
年
新
春
強
化
合
宿

を
三
泊
四
日
の
日
程
で
、

小
杉
町
エ
バ
ラ

Ｓ
Ｃ
の
プ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。

通
い
の

選
手
も
含
め
て
、

連
日
四
十
名
余
り
の
選

手
が
参
加
し
、

冬
期
間
の
泳
ぎ
込
み
や

フ
ォ
ー
ム
の
チ
ェ
ッ
ク
を
中
心
に
、

大
会

で
の
気
持
ち
の
持
ち
方
、

ウ

エ
イ
ト
ト

レ
ー
エ
ン
グ
等
に
も
真
剣
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

合
同
練
習
会
の
効
用
と
し
て
は
、

互
い

に
刺
激
し
あ
う
こ
と
に
よ
る
力
量
の
ア
ッ

プ
は
も
ち
ろ
ん
、

競
争
心
だ
け
で
な
く
仲

間
意
識
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
思
わ

）

れ
る
。

こ
れ
か
ら
も
、
ト

ッ
プ
選
手
の
育
成
に

合
同
練
習
会
を
ま
す
ま
す
充
実
し
た
も

の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
）

「
め
ざ
せ
二
〇
〇
〇
年
団
体
主
役
は
君

た
ち
だ
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

高
岡
市

ジ

ュ
ニ
ア
選
手
育
成
強
化
事
業

が
動
き

だ
し
ま
し
た
。

≧

糾績

業
内
容

・
計
画
を
説
明
し
て
、

開
講
し
ま

し
た
。

対
象
者
は
、

小

・
中
学
生
四
十
八

名
で
、

二
〇
〇
〇
年
団
体
で
活
躍
を
期
待

す
る
世
代
で
あ
る
。

指
導
者
は
、

中
学
の
先
生
、

実
業
団
、

ク
ラ
ブ
等
の
選
手
、

協
会
役
員
で
一
毎
月

第
二
土
曜
日

Ｆ
ふ
れ
あ
い
の
日
」
を
練
習

日
に
あ
て
て
い
ま
す
。

小

・
中
学
生
が
二

十
代
か
ら
四
十
代

の
選
手
や

コ
ー
チ
と

共
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
通
じ
て
交
流
し
、

そ
れ
が
強
化
に
つ
な
が
る

一
石
二
鳥

の

事
業
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

八
月
に
は
、

二
上
青
少
年
の
家
で
合
宿

を
行
い
ま
し
た
。

午
後
九
時
迄
の
厳
し
い

練
習
後
、　

コ
ー
チ

（実
業
団
選
手
）
か
ら

中
学
生
時
代
の
体
験
談
を
生
徒
た
ち
は

疲
れ
て
い
る
の
に
真
剣
に
聞
き
、

質
問
し

て
い
ま
し
た
。

お
互
い
貴
重
な
ふ
れ
あ
い

の
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

編

◆
集

◆
後

◆
記

随
分
先
に
思
え
た
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
ま
で

残
り
わ
ず
か
に
な
り
、

当
紙
も
直
前
号
と

し
て
、

編
集

い
た
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

諸
行
事
が
軒
並
み
繰
り
上
が
り
十
分
な
検

討
を
し
な
い
ま
ま
発
行
し
た
よ
う
な
気
が

し
て
い
ま
す
。

何
か
お
気
付
き
の
点
や
、

ご
意
見

，
情

報
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
広
報
部
又
は
事
務

局
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

2      2      1      1  1     12 12 11     10 10     9  8      7

工 蓄 そ     ど 名平■■||■FI■ヽ■!‐    i.

坪ぞ晨｀
下 会

事 さ 長

ト
ッ

と基摩
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